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研究成果の概要（和文）：１．内側側頭葉の１５０症例を対象に健康関連QOLモデルの構築を行った。認知障害
の自覚」が強いこと、「社会機能」が低いこと、「発作についての心配」、の３つの健康関連自己認知が全般
QOLの負の規定因子であった。
２．右側頭葉てんかん術後７症例、左側頭葉てんかん術後６症例を対象に相貌認知能力の検討を行った。左側頭
葉てんかん術後症例では、正面、斜め、ノイズ付加のいずれの条件においても有意な成績の差が認められなかっ
たが、右側頭葉てんかん術後症例においては斜めおよびノイズ付加条件で正面条件よりも成績が低下していた。
３．右前頭葉てんかんにおける作話反応の診断的意義についての症例シリーズ研究を行った。

研究成果の概要（英文）：1. We constructed a health-related QOL model for 150 patients with temporal 
lobe epilepsy. Higher self-perception of cognitive impairment, lower social function and higher 
seizure worries were the primary predictors of overall QOL.
2. We investigated face perception abilities in post-surgical patients with left and right anterior 
lobectomy (ATL) for treatment of drug-resistant temporal lobe epilepsy. Patients with left ATL 
performed equivalently on the perceptual tasks for front, oblique and noise-masked face images, 
whereas patients with right ATL performed worse on oblique and noise-masked images compared with on 
front face images.
3. We published a case series study of confabulation in patients with frontal lobe epilepsy.  

研究分野：神経内科、精神医学
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１．研究開始当初の背景 

てんかん患者における認知障害は頻度が

高く、発作と並んで患者の QOL に深刻な影響

を及ぼす。しかし発作治療のめざましい発展

に比してこれらの症状の病態は不明な点が

多く、有効な治療・リハビリも確立していな

い。 

てんかんの認知障害・精神症状の中で、特

に有症率が高く、患者の QOL に深刻な影響を

及ぼすのが記憶障害、言語障害、うつである。

記憶は海馬、帯状皮質、視床からなる神経ネ

ットワークの、言語は左大脳半球前頭側頭葉

に広がる神経ネットワークの、うつは扁桃体、

帯状皮質、前頭前皮質からなる神経ネットワ

ークの破綻に関与していると考えられてい

るが、この仮説を裏付ける実証的知見は乏し

い。 

 

２．研究の目的 

詳細な症状評価と脳活動・脳形態計測を組

み合わせ、てんかんにおける認知障害、うつ

を記憶、言語、情動に関わる神経ネットワー

クの異常という観点から理解し、システム神

経科学的治療アプローチの開発の基礎的知

見の提出を目指す。 

 

３．研究の方法 

てんかん診断目的のビデオ・モニタリング

およびてんかん外科を施行する患者を対象

とし以下を行う 

（１）各種神経心理検査と精神症状質問票に

よる症状評価 

（２）長時間脳波モニタリング、頭蓋内脳波、

MRI morphometry、FDG-PET による脳活動・脳

形態の測定を行う。 

症状と神経生理・画像データの間の相関、

生理－画像データ間のクロスモーダル相関

解析を行う。顔認知に関わる神経ネットワー

クが外科手術によってどのように損なわれ、

その後再編成されていくかを調べるために、

術前後に顔認知検査を行う。 

 

４．研究成果 

（１）研究期間中に２５０症例超の臨床情報、

認知機能、精神症状、QOLに関するデータとMRI、

FDG-PETなどの画像データが集積された。現在、

これらのデータを用いて予備的な解析をして

いる最中である。 

 

（２）内側側頭葉てんかんは、成人のてんか

んの中でもっとも頻度の高いものである。て

んかん発作に加え、認知障害、精神症状、社

会的機能の障害などが患者のQOLに影響する

ことが知られている。これらの症状がQOLの

様々な側面に与える影響を理解するために、

１５０名の内側側頭葉の連続症例を対象に健

康関連QOLモデルの構築を行った。全般性QOL

のモデルの構築に当たっては、下図のような

階層的構造を想定して解析を行った。 

 

 

 

内側側頭葉てんかん患者における全般QOLの

負の規定因子は、「認知障害の自覚」が強い

こと、「社会機能」が低いこと、「発作につ

いての心配」、の３つの健康関連因子であっ

た。 

「認知障害の自覚」は言語性記憶障害や認

知速度などの認知障害そのものに加えて、抑

うつや気力などの情動的な因子が影響してい

ることが明らかになった。 

「社会機能」は発作頻度、服用している抗

てんかん薬の量などのてんかん発作そのもの

に関わる因子と、抑うつや気力などの情動的

な因子の双方によって規定されていることが



明らかになった。 

「発作についての心配」は抑うつによって

のみ規定され、てんかんに関連する因子とは

無関係であるという逆説的な結果であった。 

 

（３）右側頭葉てんかん術後７症例、左側頭

葉てんかん術後６症例を対象に、相貌認知能

力の検討を行った。右側頭葉てんかん術後症

例において左側頭葉てんかん術後症例よりも

強い相貌認知障害が認められるという仮説を

立てていたが、両者において同等の相貌認知

障害を認めるという結果であった。しかし、

左右の側頭葉てんかん術後症例において観察

される相貌認知障害の質には相違が認められ

た。左側頭葉てんかん術後症例では、正面、

斜め、ノイズ付加のいずれの条件においても

有意な成績の差が認められなかったが、右側

頭葉てんかん術後症例においては斜めおよび

ノイズ付加条件で正面条件よりも成績が低下

していた（下図）。 

 

 

 

（４）右前頭葉にてんかん焦点を有する患者

２名において、診察場面、検査場面で作話反

応が出現することを見出し、case seriesとし

て報告した。 
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